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No.7

仕事の仕事の

窓
No.8

仕事の仕事の

窓
国立大学法人琉球大学が
令和５年度知財功労賞において
特許庁長官表彰を受賞！

　
経
済
産
業
省
特
許
庁
で
は
毎
年
、
知

的
財
産
権
制
度
の
発
展
及
び
普
及
・
啓

発
に
貢
献
の
あ
っ
た
個
人
に
対
し
て

｢

知
的
財
産
権
制
度
関
係
功
労
者
表
彰｣

、

ま
た
、
制
度
を
有
効
に
活
用
し
円
滑
な

運
営
・
発
展
に
貢
献
の
あ
っ
た
企
業
等

に
対
し
て｢

知
的
財
産
権
制
度
活
用
優
良

企
業
等
表
彰｣

と
し
て
、
経
済
産
業
大
臣

表
彰
及
び
特
許
庁
長
官
表
彰
を
行
っ
て

い
ま
す
。
両
表
彰
を
合
わ
せ
て
、｢

知
財

功
労
賞｣

と
総
称
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
経
済
産
業
大
臣
表
彰
と

し
て
個
人
１
名
と
企
業
等
７
者
、
ま
た
、

特
許
庁
長
官
表
彰
と
し
て
個
人
３
名
と

企
業
等
14
者
が
表
彰
さ
れ
、
琉
球
大
学

は
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
企

業
と
し
て
特
許
庁
長
官
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。「
発
明
の
日
」
で
あ
る
４
月
18

日
に
表
彰
式
が
執
り

行
わ
れ
、
琉
球
大
学

か
ら
は
木
暮
副
学
長

が
表
彰
式
に
出
席
さ

れ
ま
し
た
。

① 

地
域
共
創
と
産
学
官
連
携
の
両
方
を

同
時
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
琉

球
大
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
イ
ニ
シ
ア

首里城復元へ向けた取り組み
～うるし塗り下地原料“ニービの粉”
　  製作ボランティア2万3千人が参加～

特許庁長官（中央左）と琉球大学木暮副学長（中央右）

　
正
殿
完
成
へ
向
け
て
復
元
工
事
を
進

め
て
い
る
首
里
城
で
は
、
幅
広
い
人
に

復
興
の
プ
ロ
セ
ス
に
参
画
し
て
も
ら
い

地
域
振
興
・
観
光
振
興
へ
寄
与
で
き
る

よ
う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

【
第
1
弾
　
首
里
城
赤
瓦
漆
喰
は
が
し
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
】

・
開
催
日
時
：
令
和

2
年
3
月
〜
令
和

3
年
11
月
（
4
期

に
分
け
て
実
施
）

・
実
績
：
延
べ
約
4

千
3
百
人
参
加
、

約
2
万
4
千
枚
の

瓦
を
処
理

【
第
2
弾
　
首
里
城
正
殿
赤
瓦
の
シ
ャ

モ
ッ
ト
製
作
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

・
開
催
日
時
：
令
和
4
年
8
月
3
日
〜

　
　
　
　
　  

11
月
30
日

・
実
績
：
延
べ
約
1
万
1
千
人
参
加
。

　
約
8.
6
t
の
シ
ャ
モ
ッ
ト
を
製
作

　
今
回
、
第
３
弾
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
令
和
５
年
１
月
〜
５
月
、
火
災
前

の
首
里
城
正
殿
の
礎
石
を
、
う
る
し
塗

り
の
下
地
原
料
と
な
る
〝
ニ
ー
ビ
（
細

粒
砂
岩
）
の
粉
〞
に
再
利
用
す
る
た
め

の
製
作
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
首
里
城
の
下
之
御

庭
で
行
わ
れ
、
期
間
中
は
幅
広
い
年
齢

層
の
方
々
の
参
加
が
あ
り
、
１
日
あ
た

り
に
す
る
と
平
均
約
2
百
名
、
約
5
〜

6
kg
の
細
か
く
砕
か
れ
た
ニ
ー
ビ
の
粉

が
生
産
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
出
来
て
子

供
に
い
い
経
験
を
さ
せ
る
事
が
出
来
て

母
と
し
て
嬉
し
い
」、「
観
光
客
も
参
加
で

き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
体
験
と
し
て
と

て
も
印
象
に
残
っ
て
良
い
と
思
い
ま
す
」、

「
復
興
し
た
姿
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。」
等
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
の
感
想

や
首
里
城
完
成
を
待
ち
望
む
温
か
い
声

を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
、
延
べ
約
２
万
３
千
人
の
参
加

が
あ
り
、
約
7
0
5
kg
と
十
分
な
量
の

ニ
ー
ビ
の
粉
を
製
作
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
参
加
者
の
方
々
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ご
協
力
い
た
だ
き
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
等
に
取
組
み
、
令
和
８
年
の

正
殿
完
成
へ
向
け
て
、
首
里
城
復
興
を

盛
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

テ
ィ
ブ
」
を
令
和
２
年
４
月
に
立
ち
上

げ
、「
研
究
推
進
機
構
」
と
「
地
域
連
携

推
進
機
構
」
と
の
連
携
の
も
と
、
地
域

に
お
け
る
産
学
連
携
や
共
同
研
究
を
通

し
て
地
域
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
強
化
し
て
き

た
こ
と
。

② 

教
員
と
学
生
が
地
域
企
業
と
連
携

し
、
研
究
シ
ー
ズ
や
事
業
ア
イ
デ
ィ
ア

を
活
用
し
て
商
品
を
開
発
す
る
「
琉
球

大
学
ブ
ラ
ン
ド
商
品
開
発
支
援
事
業
」

を
学
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
平
成
28

年
度
か
ら
実
施
し
、
特
許
や
商
標
の
創

出
及
び
活
用
に
つ
な
げ
て
い
る
こ
と
。

③ 「
産
学
連
携
・
知
的
財
産
チ
ー
ム
」

を
設
置
し
、
知
的
財
産

の
創
出
段
階
か
ら
活
用

ま
で
一
貫
し
た
支
援
を

行
っ
て
い
る
こ
と
。

　
琉
球
大
学
は
、
オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
株

式
会
社
等
と
協
同
し
ミ
ー
バ
イ
（
ヤ
イ

ト
ハ
タ
）
の
陸
上
養
殖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
養
殖
し
た
ヤ
イ

ト
ハ
タ
は
「
美
ら
ハ
タ
Ⓡ
」
と
し
て
商

標
を
取
得
し
、
県
内
ホ
テ
ル
で
の
提
供

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
も
さ
れ
て
お

り
、
観
光
関
連
産
業
の
活
性
化
に
も
貢

献
し
て
い
ま
す
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
養
殖
に
太

陽
光
発
電
や
海
水
の
再
利
用
等
、「
食
」

や
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
循
環
社
会
モ
デ

ル
を
形
成
す
る
こ
と
で
、
フ
ー
ド
ロ
ス

の
解
消
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
な
ど
の
社

会
問
題
の
解
決
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

受賞ポイント詳細

特許庁
知財功労賞サイト

知
財
功
労
賞
と
は

知
財
功
労
賞
と
は

令
和
５
年
度
知
財
功
労
賞

令
和
５
年
度
知
財
功
労
賞

琉
球
大
学
の
主
な
受
賞
ポ
イ
ン
ト

琉
球
大
学
の
主
な
受
賞
ポ
イ
ン
ト

琉
球
大
学
の
知
財
活
用
事
例
／
美
ら
ハ
タ
Ⓡ

琉
球
大
学
の
知
財
活
用
事
例
／
美
ら
ハ
タ
Ⓡ

国
立
大
学
法
人
琉
球
大
学

住
所
：
沖
縄
県
中
頭
郡
西
原
町
字
千
原
１
番
地

HP

：https://w
w
w
.u-ryukyu.ac.jp/ 

お
問
合
せ
先

経
済
産
業
部
地
域
経
済
課
・
知
的
財
産
室

☎
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「
う
る
し
塗
り
の
工
程
と
ニ
ー
ビ
の
粉
製
作
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
に
つ
い
て
」

　首
里
城
正
殿
の
う
る
し
塗
り
で
は
、
強
固
な

下
地
を
形
成
す
る
た
め
に
ニ
ー
ビ
土
（
黄
褐
色

〜
茶
色
の
細
か
い
粒
か
ら
な
る
砂
層
か
ら
と
れ

る
土
）
を
原
料
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。
火

災
に
よ
り
破
損
し
た
柱
の
礎
石
（
ニ
ー
ビ
の
フ

ニ
と
い
う
細
粒
砂
岩
）
を
細
か
く
す
り
潰
し
て

ニ
ー
ビ
の
粉
と
し
、
そ
れ
を
ニ
ー
ビ
土
と
う
る

し
に
混
ぜ
る
こ
と
で
、
新
し
く
作
る
正
殿
の
う

る
し
塗
装
の
下
地
材
の
原
料
と
し
て
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【製作ボランティア(ニービを
  細かくすり潰している)状況】

うるし塗り 下地塗り

破損した礎石を機械で粗割 ボランティアで
細かくすり潰して粉状にする

下地作り（うるし+ニービ土＋水）

【参加証】

お
問
合
せ
先

開
発
建
設
部
　
建
設
産
業
・
地
方
整
備
課
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し
っ
く
い


